
－１－ 

様式第２号 

視察研修先 徳島県徳島市 氏名 荒木 春吉 

視察研修項目 まちづくり協働プラザについて 

 

１．徳島市は人口２４万人、川と阿波踊りのまちである。 

 

２．まちづくり協議プラザは２００９年より開始、縦割りを廃止、横繫がりを目指

す。 

 

３．その目的はまちづくりの人材育成であり、内容は支援が主。１６０～１８０余

り存在。 

 

４．情報の専門性と集積機能がいる。協働の精神を理解している（市）職員も。 

 

５．委託費用が大切。（給料が）安いと良いサービスが不可能。集まらない、入って

こない、育たないの三悪循環。 

 

６．民間との繫がりが大事。土台は関係強化と目的共有が肝。 

 



－２－ 

様式第２号 

視察研修先 香川県善通寺市 氏名 荒木 春吉 

視察研修項目 子育て広場くすくすについて 

 

１．善通寺市は人口３万人弱。弘法大師の生誕地（の総本山善通寺あり）。子育て世

帯の５分の１が転勤族のまち。 

 

２．子ども家庭支援センター内の子どもライブラリーは体育館を利用した建物。天

井が高くて開放的な空間。 

 

３．子育て広場くすくすは、令和７年の利用者は延べ６，３１９名の親子。ボラン

ティア活動者も延べ３１２名に及ぶ。 

 

４．基本事業は以下の４つ。 

  ①交流の場提供と促進 

  ②相談と援助 

  ③情報提供 

  ④講習開催 

 

５．不登校児（生）の地域の居場所“きもちっち”は当事者性と社会性を育み、令

和５年の登録者は１９名、年間利用者は６０９名。市内小・中学校在籍者が対

象。市教育委員会へ報告書を提出し、校長・教育委員会の協議後、出席日数に

扱う。 

  



－３－ 

様式第２号 

視察研修先 愛媛県西条市 氏名 荒木 春吉 

視察研修項目 移住定住の取り組みについて 

 

１．西条市は人口９.８万人、農業とものづくりのまち。自然環境に恵まれ、コンパ

クトシティで生活便利の“ちょうどいい田舎”の地。 

 

２．「ＬＯＶＥ ＳＡＩＪＯ」のコンセプトは、好きな人を増やす。対象は広く、個

人と団体関係人口増というもの。 

 

３．移住相談会は年に６回開催。 

 

４．企業型地域おこし協力隊（ローカルベンチャー事業）は１３名おり（全員起業）、

１１名が定住している。移住コンシェルジュも２名いる。 

 

５．西条市の移住者は６年で約１５倍となったが（８割が育児世帯）、“密着型対応

を心掛ける”のが大事。 

 


